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研究成果の概要（和文）：ポスト近代社会において、初等教育から高等教育にいたるまで、さま

ざまな能力が、経済先進諸国で共通して教育目標に掲げられ、評価されるようになってきた。

これらの＜新しい能力＞に共通する特徴を見出した上で、それを論じるための枠組みを構築し

た。さらに、それがもたらしつつあるカリキュラム・授業・評価などへの影響を、諸外国（ア

メリカ・北欧・オーストリア）での調査を通じて明らかにするとともに、算数・数学教育およ

び理学療法教育でのパフォーマンス評価の開発研究を通してその形成・評価のあり方を提案し

た。 

 
研究成果の概要（英文）：In the post modern society, a variety of abilities have been adopted 
as educational goals and elaborately assessed from elementary to higher education in 
economically developed countries. We found shared characteristics in these "new 
abilities" and formed a framework for classifying them. In addition, based on examining 
their impact on curriculum, teaching and assessment through comparative investigation 
in the U.S., North Europe (Sweden and Finland) and Austria, we proposed our own method 
of performance assessments in math education at elementary/secondary level and physical 
therapy education at higher level.    
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１．研究開始当初の背景 
1980年代以降、とくに 90年代に入ってか

ら、多くの経済先進国で共通して、さまざま
な能力が教育言説の中に見られるようにな

ってきた。それらの能力は、generic、key、
coreなどの修飾語と skills、competencies、
qualifications などの名詞を組み合わせた
語（例えば、generic skills、key 
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competenciesなど）、あるいは、graduate 
attributes、employability などで呼ばれて
いる。わが国でも、初等・中等教育から高等
教育・職業教育、労働政策にいたるまで、「生
きる力」「PISA型学力」「就職基礎能力」「社
会人基礎力」「学士力」「エンプロイヤビリテ
ィ」などの能力が、90年代半ば頃から、教育
目標に掲げられるようになってきた。 
同時に、OECD の PISA 調査やその影響を受

けて始まった「全国学力・学習状況調査」な
どに典型的にみられるように、これらの能力
は評価の対象にもなり、教育政策・研究・実
践に大きな影響を与えてきた。 
なぜ、こうした能力が 90 年代以降、教育

段階の違いを問わず、世界各国で教育の課題
とされるようになったのだろうか。 
これらの能力は、ポスト近代社会、知識基

盤社会、生涯学習社会といわれる現代社会に
必要な能力とみられることから、本研究では
それを＜新しい能力＞と総称した上で、その
概念や、形成・評価のあり方を検討すること
にした。 
 
 
２．研究の目的 
(1) とくに 1990 年代以降に提唱されるよう
になった PISA リテラシー、DeSeCo キー・コ
ンピテンシー、学士力、社会人基礎力などに
共通する特徴を見出して＜新しい能力＞と
して概念化し、理論的・歴史的に分析する。 
 
(2) ＜新しい能力＞が、経済先進諸国（日本、
アメリカ、北欧、ドイツ語圏）において具体
的にどのような教育政策・教育方法として提
案され、大学を含む学校教育の実践現場にい
かなる影響を及ぼしているのかを実証的に
明らかにする。 
 
(3) ポスト近代社会における学校教育にお
いてどのような能力が必要であるのかを検
討し、その形成および評価・測定のあり方を、
教育政策や教育実践のレベルをも視野に入
れながら提案する。とくにパフォーマンス評
価に焦点をあて、算数・数学教育や理学療法
教育において開発・実践を行う。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、①教育方法学を主軸としつつ
多様な学問的知見を取り入れること、②初
等・中等教育から高等教育までを分析対象と
すること、③日本と欧米の動向を重ね合わせ
ること、を特色としつつ、理論研究・比較研
究・実践研究を組み合わせた研究を実施した。 
(1) 理論研究 
共同で進めてきた先行研究の検討結果を

ふまえながら、比較研究や実践研究を通じて

新たに得た資料やデータをもとに、＜新しい
能力＞概念やその形成・評価に関する理論を
深めた（それらの理論は、再び比較研究・実
践研究にも還元された）。とりわけ、＜新し
い能力＞概念の系譜と社会的・文化的・歴史
的背景の検討、＜新しい能力＞という包括的
概念に共通する特徴の抽出と個々の概念間
の差異の分析に重きを置いた。 
 

(2) 比較研究 
2009年度はオーストリア、2010年度は北

欧（スウェーデン、フィンランド）、2011年
度はアメリカ合衆国と、毎年、地域を変えな
がら訪問調査を実施し、＜新しい能力＞の内
容、その教育へのインパクトについて、社会
的・文化的・歴史的背景による差異と共通性
を明らかにすることを試みた。 
各年度の訪問先は以下の通りである。 

①2009年度 
・ウィーン市内の小学校・中等学校訪問―授
業参観と教員へのインタビュー 
・ウィーン大学―K. H. グルーバー教授への
インタビュー 
・BIFIE Zentrum Wien（教育スタンダード作
成センター）訪問―関係者へのインタビュ
ー・情報交換と文献資料収集 
②2010年度 
・ヨーテボリ大学（F. マルトンほか）―Deep 
Learning および Learning Study についての
資料収集 
・ヨーテボリ市 Polhem gymnasiet―職業専門
プログラムの観察とインタビュー 
・ストックホルム大学―PRIM グループの開発
した全国学力テスト（パフォーマンス評価）
に関する資料収集 
・ユヴァスキュラ大学附属小学校―授業見学
とインタビュー 
・ユヴァスキュラ大学教育研究所―PISA2009
結果に関する資料収集 
③2011年度 
・エッセンシャル・スクール連盟 2011 年度
秋フォーラム―資料収集 
・ボストン市ミッション・ヒル・スクール―
授業見学とインタビュー 
 
(3) 実践研究 

理論研究や比較研究と関連づけながら、＜
新しい能力＞の形成・評価についての提案を
行った。とくに、コンピテンスの形成・発現
の文脈要因に自覚的な評価法としてパフォ
ーマンス評価に着目し、その開発研究を実施
した。具体的には、初等・中等教育レベルに
おいて算数・数学教育のパフォーマンス評価、
高等教育レベルにおいて理学療法教育分野
でのパフォーマンス評価である OSCE-R（OSCE
リフレクション法）の開発・実施を進めた。 
*OSCE-Rとは、OSCE（客観的臨床能力試験）



 

 

とグループ・リフレクションを組みあわせ
た評価方法 兼 学習ツールである。 

 
 
４．研究成果 
(1) 研究の主な成果 
①＜新しい能力＞概念の共通性と差異の明
確化 
＜新しい能力＞とはポスト近代社会（後期

近代社会）において学校教育だけでなく生涯
を通じて求められるようになった能力のこ
とである。それは、(a)認知的な能力（基本
的な認知能力から高次の認知能力まで）だけ
でなく、対人関係能力や人格特性・態度など
も含む人間の全体的な能力をさす、(b)教育
目標および評価対象として位置づけられる、
という特徴をもっている。 
 ただし、能力の垂直軸（深さ）でみると、
要素主義的アプローチと統合的アプローチ
を、能力の水平軸（広さ）でみると、脱文脈
的アプローチと文脈的アプローチに分類す
ることができ、統合的・文脈的アプローチに
立つ＜新しい能力＞は「ポスト近代型学力」
批判に耐えうるものになっているといえる。
＜新しい能力＞を一括して批判・放擲するの
ではなく、そこに含まれる多様な概念を腑分
けし再構築するスタンスが求められる。 
②PISA調査や全国学力・学習状況調査の教育
へのインパクトの明確化 
比較研究を通じて、オーストリアでは、

PISAショック後、スタンダード導入による大
幅な教育改革が進められていること、スウェ
ーデンでは、日本とは目的や性格の異なるナ
ショナル・テストが実施されていること、フ
ィンランドでは、PISAの高成績の一方で、モ
チベーションの低さ（とくに男子）が問題に
なっていること、アメリカでは、アカウンタ
ビリティの要請のもとでのテスト主義に対
抗する形でパフォーマンス評価（あるいは真
正の評価）が実施・展開されていることなど
が明らかになった。 
一方、日本の教育に対して PISAは、「政策

転換への直接的影響」（ゆとり教育から学力
向上への転換）と「構造変化への間接的影響」
（PISA リテラシー的な能力の目標化と PDCA
等の目標-評価システムの浸透）を及ぼして
きている。 
③パフォーマンス評価の開発と活用 

初等・中等教育レベルでは、算数・数学教
育でパフォーマンス評価の開発と活用を行
った。また、算数教育でのパフォーマンス評
価を事例に、パフォーマンス評価で用いられ
るルーブリック（評価基準）が質の数値化の
ツールになりやすいという問題を指摘し、学
びの質を垂直的に把握するためのツール（ル
ーブリック）と水平的に把握するためのツー
ル（解法のタイプなど）の両方が必要である

ことを実証的に明らかにした。 
高等教育レベルでは、藍野大学における理

学療法教育分野での OSCE リフレクション法
（OSCE-R）を具体例として、シミュレーショ
ン場面でのパフォーマンス評価が、グルー
プ・リフレクションと組みあわせられること
によって臨床能力の育成に効果的な学習ツ
ールになりうることを示した。また、単に技
能や態度をみるだけのパフォーマンス課題
では不十分であるという結果を受けて、思考
しながら実践することを促すパフォーマン
ス課題への改訂も進めた。 
 
(2) 研究成果報告とインパクト 
①中間報告書 
＜新しい能力＞概念の生み出された背景

や系譜、諸概念間の共通性と差異、ならびに
各国（日本、オーストリア、スウェーデン、
アメリカ、フィンランド）の学校教育に与え
てきた影響について整理し、その成果を単行
本として刊行した（松下佳代編著『〈新しい
能力〉は教育を変えるか―学力・リテラシ
ー・コンピテンシー―』ミネルヴァ書房、2010
年 9 月）。なお、フィンランドの章は、オウ
ル大学のペンティ・ハッカライネン教授によ
って執筆された。内容は以下の通りである。 
―――――― 
まえがき（松下佳代） 
序章 〈新しい能力〉概念と教育―その背景

と系譜―（松下佳代） 
第Ⅰ部 〈新しい能力〉―その理論と背景― 
1. 能力を語ること―その歴史的、現代的形

態―（樋口太郎） 
2. リテラシー概念の展開―機能的リテラシ

ーと批判的リテラシー―（樋口とみ子） 
3.〈新しい能力〉と教養―高等教育の質保証

の中で―（杉原真晃）  
4. 学力論議の現在―ポスト近代社会におけ

る学力の論じ方―（石井英真）     
第Ⅱ部 新しい教育のオルタナティブを探

る 
5. 日本の場合―PISA の受け止め方に見る学

校の能力観の多様性―（遠藤貴広） 
6. ドイツ・オーストリアの場合―PISA 以後

の学力向上政策―（伊藤実歩子） 
7. スウェーデンの場合―全国学力テストに

おけるパフォーマンス・アセスメント―
（本所 恵） 

8. アメリカの場合―カリキュラム設計にお
ける「工学的アプローチ」の再構築へ―（石
井英真） 

9. フィンランドの教育制度における教師の
能力形成への挑戦（ペンティ・ハッカライ
ネン） 

解説（松下佳代） 
―――――― 

この本は版を重ね、学会誌や新聞、雑誌な



 

 

どにも書評や紹介が掲載された。 
・『教育方法学研究』第 36巻（2011年 3月） 
・『関西教育学会紀要』第 11 号（2011年 6 月） 
・『教育学研究』第 78 巻第 3 号（2011年 9 月） 
・『教育目標・評価学会紀要』第 21号（2011
年 11 月） 
・『教育学術新聞』第 2424 号（2010 年 12 月
1 日）     

今後、『指導と評価』、『カリキュラム研究』
でも紹介される予定である。 
 
②最終報告書 
中間報告書以降の論考・学会発表（Ⅰ）、各
年度の海外調査報告（Ⅱ）、アメリカの学校
改革、真正の評価実践で知られるデボラ・マ
イヤー氏、ニコラス・マイヤー氏を迎えての
講演・研究会の記録（Ⅲ）を所収した最終報
告 書 を 2012 年 3 月 に 刊 行 し た
（http://hdl.handle.net/2433/155948）。 
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